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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２９

　昨年 10 月 21 日に国の文化審議会から重要文化財（建造物）に指定するよう文部科学大臣に

答申された「大宜味村役場旧庁舎」が平成 29 年２月 23 日の官報（国の機関紙）に文部科学大

臣から重要文化財（建造物）指定することが告示され、正式な指定となりました。

　現在、沖縄県内に残っている鉄筋コンクリート造りの建造物としては一番古く、学術的にも

とても貴重な建物です。築 92 年になる旧庁舎ですが、100 年、200 年とより長く保存し、活用

できるように村全体の宝物として大切に守っていきたいと考えています。

祝 大宜味村役場旧庁舎　国指定重要文化財 決定

モダンな八角形の天井 光が差し込み明るい１階

こちらから庁舎の中へ
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３ しまふとぅばであしば・大宜味中教育講演会

　２月 18 日（土）、役場第２会議室において、安良城米子さんを

講師に迎え、ぶながやの里生涯学習講座「しまふとぅばであしば」

が行われました。

　県では島言葉をしまくとぅば

と表し、9月 18 日がくとぅばの

日に定められていますが、大宜

味ではしまふとぅば（しまくとぅ

ばと表す場所もある）と言うため、今回ふとぅばに文字って、２月

18 日の開催となりました。

　始めに参加者一人一人が島言葉でどぅーえーさち（自己紹介）。

聞くことはできても話すことが難しく苦戦する若者も、自然に流暢

に話す先輩方も各々のどぅーえーさちを聞くことができました。

　その後は座談会。標準語だと思って話していたら、実は島言葉で

恥をかいた失敗談やおばぁに「ぱんつけー（休みなさい）」と言わ

れたけど意味が理解できず、パンツを履こうとしておばぁをわじら

せた話など参加者から次々と話題が上がり、終始笑いの起こるゆん

たく会で、あっという間に時間が過ぎてしまいました。

　軽快なおしゃべりで会を進めてくれた米子さんは「島言葉は使う

ことが大切。資料を使って学ぶのではなく、とにかく口を動かして

話して、使ってみて。」と激励してくれました。

　この講座をきっかけに来年度は、隔月で開催するサークル活動として、ゆんたくしながら、楽しみ

ながら大宜味の島言葉を知る「しまふとぅば会」を皆さんと一緒に作っていきたいと思います。

まじや　ちけーてぃんま（まずは使ってみよう）しまふとぅば（島言葉）

　２月 17 日（金）、2016 年世界マスターズ陸上、Ｍ45 クラス 100m

走に出場し、銀メダルを獲得した久米島出身の譜久里武さんを招き、

大宜味中学校で教育講演会が行われました。

　「夢へダッシュ！　可能性を引き出す法則」～世界一までのストー

リー～と題された講演会では、　陸上を始める前、野球部に所属し

ていた頃、練習嫌いで、手を抜くこと休むことばかりを考えており、

周囲の期待を裏切ってしまったこと。４番バッターでありながら結

果を出せなかったこと。その原因は①「どうせ」…環境責任転嫁型思考、②「できない」…可能性抑制型

思考、③「でも」…不安大好き方思考の３つの思考のせいであったことなど、今の譜久里さんからは考

えつかないような話も聞きました。

　そんな譜久里さんが現在のような活躍を見せられるように

なったのは、縁を大事にすることと夢を持つことを心がけたた

め。夢を持つと習慣が変わり、習慣を意識するようになること

やできると心から信じる（自分を肯定する）、すべての出来事は

夢に繋がることを教えてくれ、譜久里さんの座右の銘でもある

「剣禅一如（何かを極めるには体だけではなく心の修業も必要）」

という言葉を教えてくれました。

夢を持とう！譜久里武さんを招き教育講演会　大宜味中

２体験の翼　西会津町訪問

平成２８年度
西会津町

児童生徒交流団　２月１０日（金）～１３日（月）の３泊４日、「体験の翼」交流団２１名（児

童生徒１６名、引率５名）が西会津町へ交流してきました。７月に大宜味村で

交流した西会津町の友達との久々の再会となりました。

　ホームステイ先では雪国ならではの雪合戦やかまくら作り、スキーなどの体

験活動や馬刺し、こづゆ、会津ラーメンなど西会津町の食や文化について学び

ました。

　１２日には西会津町雪国まつりが行われ、

オープニングセレモニーでは教育長の三線にあ

わせて大宜味村児童生徒によるエイサー披露が

行われました。１３日には東京へ移動し国会議

事堂やスカイツリーを見学しました。

　今年の体験の翼は大雪警報が発令されるほどの大雪となりましたが、

子どもたちにとっては雪国西会津町を満喫する思い出深い交流となり

ました。

大寒波到来　今年の雪はすごかった…　体験の翼交流団西会津町訪問

地元の子 !?雪、ほしい人いる～？ 寒い中、見事な演舞♪

転びそう！
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５ 大小きらめき発表会・大中くがにー発表会 ４

　２月５日（日）、大宜味小学校できらめき発表会、大宜味中学校でくがにー発表会が開催されました。

　三線クラブの音色で幕開けしたきらめき発表会。これまで各小学校で行われていた学芸会や学習発表会

は学年ごとに劇や学習の成果を発表していましたが、今年度から高学年はクラブ活動での成果を低学年は

学習の成果を発表しました。

　表現や歌、お話、音読で舞台を盛り上げてくれた低学年。元気いっぱいの表現やみんなが揃った大きな

声に鳥肌が立つくらい引き込まれました。

　空手や英語劇、活動報告や合奏、劇を見せてくれたクラブ活動発表。活気あふれる空手の型や笑いも交

えた劇などそれぞれの個性が溢れ、楽しく発表している姿に応援にきた家族や地域の方々も見入られてい

ました。

　午前中に行われた中学校の授業参観。いつもの授業も家族が見に来ていることで少し落ち着かない様子

の生徒たちでしたが、３年生の受験生と面接官になりきっての面接の挑戦や１年生の討論ゲームなど工夫

のこなされた授業が繰り広げられ、参観に来た家族も楽しんでいるようでした。

　午後からはくがにー発表会。クイズを交えながら大宜味のことを紹介した１年生。地元での職場体験と

修学旅行での体験を発表した２年生。福祉体験と OIST に上級学校訪問に行った際の話をした３年生。短

時間に伝えたいことを話し、筋の通った発表を見せてくれました。

大宜味中学校　授業参観・くがにー発表会
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幕開け　三線クラブ１年生：できるようになったよ！

すごいジャンプ力です！ 澄んだ音色が響き渡りました

２年生：スイミー

動きもセリフもばっちり♪

３年生：みんなちがって みんないい

楽しさが伝わってきました

体いっぱいで表現する

シュワッチ！

自然観察クラブ

大宜味のよさを発見しよう

ちちんぷいぷい、オニがぶながやに変身！

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽクラブ：新桃太郎

英語クラブ：ジャックと豆の木
全て英語！感服です…

空手クラブ：型「普及形１」

キレがあります

音楽クラブ：合奏「思い出」素敵な歌声が響き渡りました

5,6 年生：花は咲く いろいろな楽器に挑戦！見事な演奏でした♪

3,4 年生：小さな世界・プパポ

凛々しい…

大宜味小　きらめき発表会

みんな実に

素晴らしい !

で～じ上等 !!

面接官役もバッチリ アットホームな授業 それぞれの立場で意見を述べます

盛り上がるクイズ楽しい顔いっぱいの修学旅行を紹介
仕事の大変さを知りました
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６

　２月 13 日（月）、村給食センターに大宜味小学校児童からジャ

ガイモ 42ｋｇが贈呈されました。

このジャガイモは昨年の 10 月末から児童たちが学校の花壇を

使って育てたもので、大きなものから小さなものまで児童たちに

負けないくらい立派に育ったじゃがいもがごろごろありました。

　贈呈を受け、栄養士の松田香織さんは「本当に上等なじゃがい

も。みんなが育てたジャガイモを余すことなく、給食のメニュー

で大いに活用していきたい。本当にありがとうございます。」と

笑顔。

　贈呈されたジャガイモはカレーやポテトチップスとして、給食に出され、「市販されているポテトチッ

プスよりおいしい。」と太鼓判ももらい、先生達にも子ども達にも大好評のメニューとなりました。

　大宜味小学校のみなさん、おいしいジャガイモありがとうございました！！

地産地消！自分たちで育てたイモは格別やっさ！　大宜味小よりジャガイモ贈呈

このコーナーでは地域の方々が取り組んでいるさまざまな活動を紹介していきます。

紹介してほしい活動などあれば教育委員会「あじま～」担当：倉持までご連絡ください。

村内のホッとな活動をご紹介♪ 大宜味人の　する話
ホッと

「伝えることで地域に貢献！！」

　33 年間、村内小中学校の図書司書として職責を全うし、去年

３月に退職された安里郁江さんを紹介したいと思います。

　司書の仕事を終えた現在も、各学校へ出向き様々な指導や読

み語りなどを続けている郁江さん。ユーモアたっぷり、満面の

笑みで児童や生徒に語りかける姿勢は郁江さんの人柄が現れ、

みんなの「心の癒し」になっています。

　また、琉球新報の通信員としても活躍しており、時間があれば、

村内から村外まで足を運び情報収集に取り組んでいます。通信

員としてその場に出向き、行事等にも積極的に参加。特に印象

に残っているのは、村の陸上競技大会。一般女子800ｍに出場し、

黙々と最後まで走り抜く根性に脱帽です。記事を収集した後はパソコンに打ち込み、新報社

に記事を届け、その後は載せた記事をカラーコピーして皆さんにお届けしているそうです。

　また、これまで撮影した写真を現像し、ラミネートして届けているとも聞きました。出費

も重なる中ですが、取材に協力してくれた方々への感謝の気持ちだそうです。

　郁江さんは「地域の色んな情報があれば、いつでも、どこでも、何でもＯＫです。お待ち

しています。」と意気込みを話してくれました。

　読み聞かせに、通信員に今日も笑顔で駆け回っている郁江さん。これからも楽しい話、お

もしろい記事を期待しています !!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田春子

大宜味人のホッとする話・大宜味小よりジャガイモのプレゼント７ 大宜味小ミニバス Cチーム２連覇・お知らせ

今年の塩屋湾トリムは、距離が変わります。

一
周塩屋湾　 トリムマラソン大会塩屋湾　 トリムマラソン大会第 39 回

9:30　16.7km スタート

9:40　  ９km スタート

9:45    ３km スタート

注意！

参加者募集

2017 年４月 16 日（日）開催

ただいま申込受付中！！

申込締切：３月 17 日（金）

お問い合わせ：塩屋湾一周トリムマラソン大会事務局（教育委員会内　℡0980-44-3006　担当：大宜見）

塩屋小学校

　２月 19 日（日）、第 12 回国頭地区ミニバスケットボール交

歓会Ｃチーム大会が国頭総合体育館にて開催されました。

　Ｃチームは、３年生以下の５～ 10 名で編成されています。

　Ａブロックの３角リーグで行われた大宜味小男子の１回戦

は大宮１に４－４の同点でフリースローで勝利、２回戦は上

本部に８－６で勝利し、Ａブロック優勝を掴み取りました。

　３年生のみのチームもいた中、大宜味小は１～３年生の混

成チームで出場し、シュート数も多く攻めの試合で、昨年９

月の 2016 沖縄県労働金庫（名護支店）杯（国頭地区 Cチーム

大会）に続き２連覇を果たしました。

　また、女子Ｃチーム及び前日から行われていた第 96 回国頭地区ミニバスケットボール交歓新人大会

に出場した男女Ａチームは、残念ながら１回戦で敗れてしまいました。

２連覇の快挙 !!　大宜味小Ｃチーム、 国頭地区ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄ交歓会で優勝！
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「しまふとぅば」ぬくとぅ　14

うみがーみー

　旧暦の３月３日に各地で浜下り関連の行事が行われる。今年は新暦の３月３０日がその日にあたる。

　塩屋区５班の「さんぐゎちさんにち」の様子を紹介しよう。

その日は班長を中心に「ぬきじし」をこしらえる。「ぬきじし」は醤油味にした三枚肉と巻き昆布を

交互に竹ぐしで刺し、１本に三枚肉と巻き昆布がそれぞれ２～３枚（個）刺されている状態になる。

夕方５時過ぎに班長他２～３名の男が「さんぐゎちまー」に集まり、「ぬきじし」の盛られた膳と酒、

花米で御願をする。始めは東方向（あがりがた）に向かって御願をし、次に西方向（いり）に向かっ

て御願をする。終わった後は班の人たちが集まるのを待ち、６時ごろから始まる。参加者には紙皿に

２～２本の「ぬきじし」と飲み物が配られる。「ぬきじし」以外のご馳走はない。班長あいさつ、三

線で「みっぷし（３曲）」を唄い「かりー」をつける。年長者の乾杯の後はゆんたく等で楽しみ、途

中で寄付金の発表と「みーまーりー（この一年間で生まれた子ども・村外に住んでいる班出身者の子・

孫等も含む）」の報告がなされる。その後は三線での唄や踊りが続く。長い時は一時間近くも唄い・踊っ

たりする。「さんぐゎちさんにち」は３時間程で終わる。

　塩屋区の別の班や村内の別の集落では「ぬきじし」に限らず地域によって皆で食べる物は違うよう

であるが、この班は今でも「ぬきじし」のみにこだわっていて面白い。

　少子高齢化という社会現象は、小さな班単位の小さな行事にも大きな影響を及ぼしている。いや小

さな行事ほど影響が大きいのかも知れない。「さんぐゎちさんにち」に参加する人々の平均年齢が年々

高くなってきていて、時の流れに寂しさを感じる時もある。それは数年ごとに乾杯の音頭をとる年長

者が替わる時である。寂しさを感じつつも行事の最中はゆんたくしたり、唄ったり踊ったりして実に

楽しい。班という括りの中でお互いの存在と繋がりを確認しあう場でもあるのだ。共同体という言葉

以上の眼には見えない心の奥深い結びつきの歴史が脈々と紡がれているのだろう、とこの年齢になっ

て思う。

　今年はどんな「さんぐゎちさんにち」になるのだろうか。

「さんぐゎちさんにち（三月三日）」ぬくとぅ

今月の生きもの アマミヤマガラ：シジュウカラ科

　ちわっす。自分、アマミヤマガラって言います。

　私たちヤマガラは日本中に分布していますが、沖縄島にいるものは

アマミヤマガラと言う亜種です。見覚えがない…、こんな小鳥いたっ

け？そんな方もいるかと思いますが、ツツピー、ツツピーっていう鳴

き声は聞いたことあるんじゃないかな？よくメジロやシジュウカラた

ちと混群でいることがあるので、私の事も探してみてね♪

　あっと言う間に３月です。 別れのシーズンが来ました。 中学校の卒業式では自分が卒業するわけではないのに毎年泣き
そうになります。 卒業式のあの独特な空気とボロボロ泣く生徒の姿に感情移入してしまいます。 あの頃に戻りたいな…。

１日（水）区長会

２日（木）お別れ遠足（喜保）

３日（金）体験の翼報告会

４日（土）生涯学習⑥

５日（日）軽スポーツ講習会

７日（火）お別れ遠足（塩保）

11 日（土）大宜味中学校卒業式

北部地区ｽﾎﾟｰﾂ推進委員協議会研修会及び総会

13 日（月）振替休日（大中）

14 日（火）幼稚園修了式

16 日（木）大宜味小学校卒業式

17 日（金）大小・大中 修了式・離任式

大小・大中 PTSA 送別会

20 日（月）春分の日

24 日（金）公民館講座

29 日（水）ほのぼのパーティー（喜保・塩保）

パンダ発見の日

３月 11 日


